



著者 難波 秀行, 田辺 解, 横山 典子, 坂戸 洋子, 佐藤



















































化の相関係数は， r=O.53 (p く0.01)であった. [考察}
体力テストの代替法として，われわれが先に務発したコン
ピュータ適応型テストに定、f存可能なアンケートによる非力
推定法に，家庭においても鶴易に瀦定できるインピーダン
ス法による筋肉率や体脂肪率，あるいは歩数計による18
あたり捗数などの爽秘主義を加えた簡易捧力推定法は，体力
テストとの関連性が潟く，体)Jの変化に対しては，選動の
実施状況を考慮した箆あ推定法によって…定の精度で追従
することができると考えられた. [主主諾}横断的かつ縦断
的にも利用できる鵠'易体力評価法は， PC と体組成雲f~，お
よび渉数計があれば，会鎚いつでもどこでも実絡できるた
め，多人数を対象とした体力評鰭法として宥溶である可能
性が示唆された.
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